
日本基督教団 八ヶ岳教会 復活後第一主日礼拝  NO.1272  2023年 4 月 16 日 10:30~ 

牧師  山本護           司式   露木淳司       奏楽 山本恵美                                                                  

前  奏 黙想 

讃 美 歌  18 せいなるみかみは 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書  詩編 90:10~12 

        ヨハネによる福音書20:15~16 

讃 美 歌  148 すくいのぬしは 

説  教 『 振り向く、死から命へ 』 

祈  禱 

讃 美 歌  155 空はうららに、風はそよぎ 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 543 主イエスのめぐみよ 

祝  禱   後  奏        

「人生の年月は七十年ほどのものです。健やかな人が八十年を数えても～瞬く間に時は過ぎ、わた

したちは飛び去ります(詩編 90:10)」。こうした実感が身に迫る。若い頃は時間がほとんど無限にあっ

たが、いい年になると「生涯の日を正しく数えるように教えてください(90:12)」と幾らか謙虚になり、

「知恵ある心を得ることができますように(90:12)」と心の貧しさを今更ながらに実感している。 

神の子は、まぎれもない人間イエスとなって限られた人生を過ごされた。しかもじっくり七十年と

いうわけではなく、三十余年で世の罪をすべて負って生涯の幕を閉じた。そして死の「閂(ｶﾝﾇｷ)」を

打ち壊して復活された。すでに召されて死の内にある者は、イエスの後ろ姿に従って共に復活するの

だろうか。まだ地上に生ある者は、死を打ち壊してやって来るイエスをどうお迎えするだろうか。 

マグダラのマリアは泣きながら身を屈め、墓の中を覗き込んだ(ﾖﾊﾈ 20:11)。墓の中には二人の天使

がいて(20:12)、「なぜ泣いているのか」と問う。マリアが「主が取り去られた(20:13)」と答えながら、

ふと振り向くと死んだはずのイエスが墓の外に立っている。だがそれが当人だとは気づかない(20:14)。

墓守り(園丁)と見間違えたイエスからも、泣いている理由を尋ねられる(20:15)。マリアは「遺体を運

び去ったのならどこにあるか教えてほしい。わたしがあの方を引き取ります(20:15)」と答えた。 

ヨハネ福音書のマリアは天使を見てもいやに平然としており、墓守りと同じように応答している。

いつも人間を震えあがらせている天使(ﾏﾙｺ 16:8,ﾏﾀｲ 28:4,ﾙｶ 24:5,1:12,2:9)にすれば、「あれボクらが恐

くないのか。主の死にこだわり泣き尽くしているところで、それどころじゃないのかな」と思ったか。 

「イエスが〔マリア〕と言われると、彼女は振り向いて、ヘブライ語で〔ラボニ〕と言った。〔先生〕

という意味である(ﾖﾊﾈ 20:16)」。マリアは二回、イエスに振り向いている。一回目はふと背後に人の気

配を感じて(20:14)、二回目は名を呼ばれて。イエスの死にしがみついて墓内を見ているマリア。背後

のイエスと言葉を交わしても気づかず、再び死の方へ向き直ってしまう。次に「マリア」と名を呼ば

れたことで「ラボニ」と気づく。圧倒的な「死」に為すすべなく泣いていたが、名を呼ばれて振り向

くと死は打ち壊されていた。イエスだと気づいたその姿は、光輝く感じか(8:12)、それとも新たな命

が湧きあふれる感じだろうか(4:14)。「羊飼いは自分の羊の名を呼んで連れ出す(10:3)」。復活の命へと。 

「生涯の日を正しく数えるように教えてください(詩編 90:12)」。年を取ると次第に、生き方よりも

死に方に関心が向いて行く。一方でまた「あなたを畏れ敬うにつれて、あなたの憤りを知る(90:11)」。

死に拘泥している場合ではない。「御怒りの力を誰が知りえましょうか(90:11)」。神の怒りと憤りは凄

かったが、十字架で贖われ赦された。それゆえ死の「閂」が打ち壊され、私たちにも復活が開かれた。 

注視すべきは死の痕跡ではない。死にこだわっていないで振り向き、復活のキリストに出会うこと。

気配のような人間の感覚(ﾖﾊﾈ 20:14)で振り向くことも意味あろうが、復活のキリストから己が「名を

呼ばれる(10:3)」ことで私たちは転換し、死の柵から一歩踏み出すことができる(20:16)。私の名が刻

まれた私の「生涯の日々(詩編 90:12)」。これら日々のすべてをひっくるめて復活へと呼び出される。 

死から命に振り向いても 目前にそれがあっても 人間の力で命は掴めない 名を呼ばれなければ 

永遠は経験を無限にし続けるものではない 名を呼ばれ招かれるささやかな私の生涯が永遠となる 

本日礼拝後 1:00～定期教会総会を開きます。会員の方はご参加下さい。4/19(水)11:00～12:00 聖

研・祈祷会(集会所)、4/24(月)10:00～11:30聖研(山梨 YMCA)。月報「いき」への原稿募集中です。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳教会」で検索して下さい。 


